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区
議
団
が
区
に

「
保
育
所
新
設
を

求
め
る
」
緊
急

申
し
入
れ

４
月
11
日
、
区
議
団

は
区
長
に
対
し
1
 0
 

0
名
規
模
の
認 

可
保

育
園 

13
か
所
以
上
の
新

設
、
小
規
模
保
育
園
（ 

19 
名
定
員
）
24 
か
所
以 

上
の
新
設
、
民
有
地
の 

借
り
上
げ
、
公
立
保
育

園
の
新
設
、
保
育
士
の 

処
遇
改
善
な
ど
8
項
目

を
緊
急
申
し
入
れ
し
ま

し
た
。
坂
本
健
区
長
は

「
区
と
し
て
も
子
ど
も
を

増
や
す
こ
と
は
大
事
だ

と
考
え
て
い

る
。
自
治
体

と
し
て
一
生

懸
命
頑
張
り

た
い
」
と
応

え
ま
し
た
。 

板
橋
区
で

は
、
未
就
学 

児
を
も
つ

母
親
の
 40 

％ 

近
く
が
フ
ル

タ
イ
ム
で
、

パ
ー
ト
・
ア

ル
バ
イ
ト
等 

を
含
め
る
と 

50 

％
を
超
え

る
母
親
が
就
労
し
て
い
ま 

す
。 

児
童
福
祉
法 

24 

条

に 

は
、
両
親
の
就
労
な
ど

に 

よ
っ
て
「
保
育
を
必
要

と 

す
る
」
状
態
に
あ
る
乳

幼 

児
に
つ
い
て
、
保
護
者

が 

選
択
し
た
保
育
所
へ
入

所
さ
せ
、
保
育
を
提
供
す

る 

こ
と
を
自
治
体
に
義
務

付
け
て
い
ま
す
。
ど
こ
の

保 

育
所
に
す
る
か
の
親
の

選 

択
権
も
認
め
ら
れ
て
い

ま 

す
。 

し
か
し
、
こ
の
間

の
区 

の
保
育
計
画
で
は
保

育
需 

要
に
見
合
う
保
育
所

増
設 

と
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

竹
内
愛
区
議
は
3
月

8
日
の
代
表
質
問
で
、「
年 

度
途
中
で
も
入
園
で
き
る 

環
境
が
整
っ
て
い
る
」
こ

と
が
待
機
児
解
消
に
つ
な

が
る
と
迫
り
ま
し
た
。

待
機
児
童
が

昨
年
を
上
回
る

認
可
保
育
園
に
申
し

込
ん
だ
も
の
の
入
れ
な

か
っ
た
乳
幼
児
は
区
内

で
1
6
3
4
人
、
そ
の

う
ち
、
ど
こ
に
も
入
園
で

き
な
か
っ
た
乳
幼
児
は

1
2
4
6
人
に
の
ぼ
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま

し
た
。
昨
年
を
上
回
る
待

機
児
童
数
が
見
込
ま
れ
、

ま
さ
に
非
常
事
態
で
す
。

山
内
え
り
区
議
は
、「
保

活
」
す
る
母
親
（
3
歳

男
児
）
の
入
園
相
談
に
あ

た
っ
て
き
ま
し
た
。「
都

の
認
証
保
育
所
（
0
～

2
歳
）
に
子
ど
も
を
預

け
な
が
ら
2
年
近
く
認

可
保
育
園
へ
の
入
園
が
か

な
わ
な
か
っ
た
。
第
8

希
望
だ
が
、
認
可
保
育
園

に
入
園
が
決
ま
り
、
ほ
っ

と
し
て
い
る
。
2
人
目
の

出
産
も
考
え
た
い
が
、
ま

た
入
園
で
大
変
な
思
い
を

す
る
の
は
・
・
。」
と
い

う
母
親
の
訴
え
に
保
育
所

整
備
の
緊
急
性
を
実
感
し

て
い
ま
す
。

山内えり区議

2016 年5 月号 （第31 号）

ホームページをリニューアルしました！

区
長
が
、
区
議
会
第

1
回
定
例
会
最
終
本
会

議
（
3
月
24
日
）
に
提

案
し
た
国
保
料
を
改
定
す

る
議
案
は
、
ほ
と
ん
ど
の

世
帯
が
負
担
増
と
な
り

ま
す
。
板
橋
区
の
加
入

世
帯
の
所
得
2
0
0
万

円
以
下
が
82
％
以
上
と
低

所
得
者
が
多
い
の
が
実
態

で
す
。
今
回
の
改
定
で
所

得
2
0
0
万
円
の
3
人

国
保
料
値
上
げ
に
反
対
！
値
上
げ
抑
制
を

～
日
本
共
産
党
区
議
団
が
条
例
提
案
～

区長に申し入れする区議団

（
2
面
に
続
く
）
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「
子
ど
も
だ

け
で
も
助
け

て
」。
叫
び
は
、

社
会
に
向
け

て
放
た
れ
て

い
る
。
20
代

の
ひ
と
り
親

家
庭
の
８
割
、
30
代
で
７
割

が
、
ぎ
り
ぎ
り
以
下
の
生
活

を
強
い
ら
れ
て
い
る
。
▼

「
貧
困
」
が
子
ど
も
の
世
代

に
「
連
鎖
」
す
る
の
は
、
自

己
責
任
で
は
な
い
。
超
富
裕

層
一
人
が
10
万
世
帯
分
の
資

産
を
も
つ
こ
と
を
可
能
に
す

る
の
が
、
膨
大
な
「
貧
困
連

鎖
」
層
の
存
在
な
の
だ
。
▼

そ
れ
が
当
た
り
前
だ
と
考
え

る
政
治
が
日
本
を
支
配
し
て

い
る
。
人
の
命
は
尊
い
が
自

分
の
命
で
は
な
い
し
、「
国

家
」
の
た
め
に
戦
場
に
行
く

の
は
自
分
で
は
な
い
と
、
彼

ら
は
考
え
る
。
軍
事
力
を
強

く
す
れ
ば
平
和
が
保
て
る
と

い
う
理
屈
は
、
日
本
の
あ
の

侵
略
戦
争
の
結
果
、
お
払
い

箱
に
な
っ
た
考
え
だ
。
彼
ら

の
「
夢
を
も
う
一
度
」
は
、「
破

滅
を
も
う
一
度
」
に
な
り
か

ね
な
い
。
▼
ヒ
ト
の
脳
の
働

き
は
、「
で
っ
ち
あ
げ
に
満

ち
て
い
る
」
と
脳
科
学
者
は

言
う
。
過
去
を
正
し
く
学
ば

な
け
れ
ば
、
ひ
と
り
よ
が
り

の
妄
想
だ
け
が
脳
を
支
配
す

る
。（
大
田
伸
一
）

2
0
1
6
年
4
月
か

ら
要
支
援
１
、２
と
認
定

さ
れ
た
人
の
訪
問
介
護

は
、
通
所
介
護
を
介
護
保

険
給
付
か
ら
外
し
て
、
区

市
町
村
の
事
業
に
な
り
ま

し
た
。
通
知
を
受
け
た
利

用
者
か
ら
、
不
安
の
声

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

区
は
、
こ
れ
ま
で
通
り

の
サ
ー
ビ
ス
に
加
え
て
、

利
用
時
間
の
短
縮
や
専

門
職
で
な
い
人
が
担
う

単
価
の
低
い
サ
ー
ビ
ス

（
区
独
自
緩
和
型
）
を
新

設
し
ま
し
た
。
介
護
現

場
で
働
く
人
の
賃
金
が
、

全
産
業
平
均
よ
り
月
額

約
10
万
円
も
低
い
こ
と

が
、
社
会
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
さ
ら
な
る

報
酬
単
価
の
引
き
下
げ

は
、
介
護
の
人
手
不
足

の
加
速
化
や
事
業
所
閉

鎖
を
招
き
か
ね
ま
せ
ん
。

新
し
い
サ
ー
ビ
ス
は

事
業
者
に
し
わ
寄
せ

小
林
お
と
み
区
議
は

予
算
総
括
質
問
（
3
月

24
日
）
で
、
実
際
に

は
、
専
門
職
が
報
酬
の

低
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

住
宅
へ
の
転
用
を
強

い
て
来
た
都
市
計
画
制
度

の
も
と
、
板
橋
の
生
産
農

地
は
20
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
切

り
、
20
年
前
の
三
分
の
一

に
減
少
し
て
い
ま
す
。
区

は
、
農
地
保
全
の
た
め
、

農
業
を
産
業
と
し
て
位
置

づ
け
、
支
援
す
る
政
策
を

打
ち
出
し
ま
し
た
。
３
月

17
日
、
吉
田
豊
明
区
議
は
、

板
橋
の
農
業
振
興
に
つ
い

て
、
後
継
者
を
ど
う
育
て

て
い
く
の
か
、
産
業
と
し

て
発
展
す
る
た
め
に
は
何

が
必
要
か
、
区
の
姿
勢
を

質
し
ま
し
た
。

区
は
、予
算
の
増
額

の
検
討
を
約
束

質
疑
で
明
ら
か
に
な
っ

す
る
し
か
な
い
実
態
で

あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に

し
、「
新
し
い
サ
ー
ビ
ス

導
入
は
事
業
者
へ
の
大

き
な
し
わ
寄
せ
が
前
提

と
な
っ
て
い
る
。
生
活

援
助
や
家
事
援
助
こ
そ
、

介
護
の
入
り
口
で
の
専

門
性
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。」
と
指
摘
し
、
必
要

な
介
護
の
保
障
を
求
め

ま
し
た
。

要
支
援
1
、2
の
ホ
ー
ムヘル
プ
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
が
区
市
町
村
の
事
業
へ

板
橋
の
貴
重
な
農
地
を
守
る
た
め
に

た
こ
と
は
、
①
家
族
経
営

と
し
て
農
家
後
継
者
を
支

援
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と

②
収
益
を
上
げ
る
に
は
新

品
種
の
育
成
を
含
め
た
生

産
性
を
上
げ
る
た
め
の
支

援
が
必
要
な
こ
と
。
③
農

業
振
興
を
実
現
す
る
に

は
、
農
業
振
興
予
算
が
余

り
に
も
少
な
い
事
が
明
ら

か
に
な
り
ま
し
た
。
区
は
、

予
算
の
増
額
に
つ
い
て
も

検
討
を
約
束
。
区
内
農
業

者
か
ら
は
、
感
謝
の
声
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

―
吉
田
豊
明
区
議
が
予
算
総
括
質
問

吉田豊明区議 小林おとみ区議

介護
保険

区内の農地

家
族
で
は
、
約
19
万
円

と
な
り
6
年
前
と
比
べ

て
2
倍
で
す
。

現
在
、
保
険
料
を
払
う

こ
と
の
で
き
て
い
な
い

世
帯
は
、
27
・
５
％
に

上
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

以
上
の
負
担
増
は
、
ま

す
ま
す
、
医
療
を
受
け

る
権
利
を
奪
う
こ
と
に

つ
な
が
り
ま
す
。

自
治
体
と
し
て
命

を
守
る
姿
勢
に
立

つ
べ
き

日
本
共
産
党
区
議
団

は
、
負
担
が
増
え
る

分
を
区
が
助
成
す
る

「
福
祉
助
成
金
支
給
条

例
」
を
提
案
し
ま
し
た
。

市
民
ク
ラ
ブ
と
無
所
属

が
賛
同
し
ま
し
た
が
、

自
民
党
・
公
明
党
・
民

主
党
に
よ
っ
て
否
決
さ

れ
ま
し
た
。
か
な
ざ
き

文
子
区
議
は
「
自
治
体

と
し
て
命
を
守
る
姿
勢

に
こ
そ
立
つ
べ
き
だ
」

と
区
長
か
ら
提
案
さ
れ

た
保
険
料
引
き
上
げ
に

反
対
討
論
を
行
い
ま
し

た
。

（
1
面
よ
り
続
く
）

かなざき文子区議
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区
民
の
不
安
を
と
り
の
ぞ
き
、希
望
を
与
え
よ
！
住
民
参
加
の
区
政
へ

区
民
の
理
解
が
得
ら
れ

な
い
開
発
計
画

板
橋
区
は
上
板
橋
駅

南
口
再
開
発
計
画
を
急

ピ
ッ
チ
で
進
め
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
同
計
画
は
、

2
0
0
6
年
に
組
合
設

立
に
向
け
て
住
民
へ
の
同

意
取
得
活
動
を
始
め
ま
し

た
が
、
話
し
合
い
が
難
航

し
た
こ
と
を
理
由
に
見
直

し
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し

た
。2

0
1
0
年
か
ら
は
、

「
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る

会
」
が
設
立
さ
れ
、
東
側
・

西
側
・
商
店

街
の
分
科
会

に
分
か
れ

て
3
年
間
、

見
直
し
の
た

め
の
検
討
が

お
こ
な
わ
れ

て
き
ま
し

た
。区

は
、
今

年
２
月
の
ま

ち
づ
く
り
調

査
特
別
委
員

会
で
「
都

市
計
画
変

更
が
必
要
な
場
合
に
は
、

９
月
に
再
開
発
の
都
市

計
画
変
更
案
を
確
定
し
、

２
０
１
７
年
９
月
に
は
組

－－

2
0
1
6
年
度
予
算
に
対
す
る
反
対
討
論

板
橋
区
議
会
第
1
回

定
例
会
の
最
終
本
会
議

が
3
月
24
日
に
開
か
れ
、

2
0
1
6
年
度
板
橋
区
予

算
と
日
本
共
産
党
の
予
算

修
正
提
案
に
対
す
る
討
論

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

修
正
案
は
、
た
め
込
ん

だ
財
政
調
整
基
金
を
活

用
し
、
い
こ
い
の
家
の
入

浴
事
業
縮
小
の
中
止
を
は

じ
め
、
介
護
や
医
療
、
教

育
の
負
担
軽
減
、
中
央
図

書
館
の
基
本
設
計
凍
結
な

ど
区
予
算
の
わ
ず
か
０
・

26
％
の
修
正
で
す
。
中
で

も
、
公
共
施
設
の
区
民
検

討
協
議
会
設
置
費
用
は
、

区
が
住
民
不
在
で
策
定
し

た
「
公
共
施
設
削
減
計
画
」

を
今
一
度
区
民
と
再
検
討

す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

板
橋
区
予
算
は
、
自
民

党
、
公
明
党
、
市
民
ク
ラ

ブ
、
民
主
の
賛
成
で
可
決

さ
れ
、
日
本
共
産
党
の
修

正
提
案
は
、「
財
政
調
整

基
金
の
取
り
崩
し
は
安
易

な
考
え
（
自
民
党
）」「
考

え
方
も
内
容
に
も
整
合
性

が
な
い
（
公
明
党
）」
な
ど

と
し
て
、
否
決
さ
れ
ま
し

た
。区

民
生
活
を
支
え
よ

日
本
共
産
党
か
ら
討
論

に
立
っ
た
、
い
わ
い
桐
子

区
議
は
、
厳
し
い
区
民
生

活
の
も
と
、
過
去
最
大

規
模
の
予
算
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
量
の
抑
制
と
民
間
開

放
、
職
員
削
減
を
す
す
め
、

4
9
8
億
円
も
の
基
金
総

額
を
さ
ら
に
積
み
上
げ
る

と
い
う
区
の
姿
勢
を
批
判

し
ま
し
た
。
同
時
に
、
区

民
生
活
を
支
え
る
た
め
に

積
極
的
に
財
政
出
動
せ
よ

と
訴
え
ま
し
た
。

ま
た
、
差
し
迫
っ
た
課

題
と
し
て
、
保
育
園
の
待

機
児
対
策
、
貧
困
対
策
を

重
点
課
題
と
す
る
こ
と
、

教
育
の
条
件
整
備
、
医
療

や
介
護
の
負
担
軽
減
、
産

開発計画に前のめり

合
設
立
を
認
可
す
る
案
を

報
告
し
ま
し
た
。し
か
し
、

最
も
再
開
発
な
ど
へ
の
参

加
に
前
向
き
な
東
側
地

区
で
も
、「
参
加
し
た
い
」

と
答
え
た
人
は
75
％
で
あ

り
、
全
体
で
は
67
％
に
と

ど
ま
り
ま
し
た
。

上
板
橋
駅
（
南
口
）
の

連載〈2〉

業
振
興
な
ど

に
つ
い
て
抜

本
的
な
対
策

強
化
と
、
ま

ち
づ
く
り
や
、

公
共
施
設
整

備
計
画
な
ど

に
つ
い
て
、

住
民
合
意
を

尽
く
す
こ
と

を
求
め
ま
し

た
。

荒川なお区議

いわい桐子区議

す
ぐ
近
く
の
住
民
は
「
3
分

の
２
が
再
開
発
に
前
向
き
だ

か
ら
と
言
っ
て
、
私
た
ち
の

生
活
を
壊
し
て
良
い
こ
と
に

は
な
ら
な
い
」
と
話
し
ま
す
。

荒
川
な
お
区
議
は
、
３
月

１
日
の
補
正
予
算
総
括
質
問

で
「
再
開
発
計
画
見
直
し
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
こ
と
に
つ

い
て
、
今
後
ど
の
よ
う
に
教

訓
を
生
か
し
て
い
く
の
か
」

質
問
し
ま
し
た
。
区
は
、
計

画
に
対
す
る
理
解
が
得
ら
れ

な
か
っ
た
こ
と
を
認
め
ま
し

た
。日

本
共
産
党
は
、
ま
ち
づ

く
り
計
画
は
地
域
住
民
の
合

意
の
元
で
お
こ
な
う
こ
と
を

求
め
て
い
き
ま
す
。

2
0
0
4
年
に
再
開
発
準
備
組
合
が
発
表
し
た
計
画
イ
メ
ー
ジ
図
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気楽にお電話ください

〈4〉いたばし元気帳

いわい桐子事務所
高島平 7–20–17– 102
℡ 6904–0448

大田伸一事務所
前野町２–27–８　
℡３５５８–７３１０

かなざき文子事務所
双葉町６–12　　
℡３９６１–９７７１

吉田豊明事務所
成増１–５–24　
℡３９７５–５５０６

小林おとみ事務所
本町 30–５　
℡３９６２– ７３８２

竹内愛事務所
高島平 7-20-17- 102
℡ 5997- 0788
徳丸事務所　徳丸２－２８－２
℡５９２０－４１３０

松崎いたる事務所
小茂根２-２７-11　
℡ 5965- 1550

荒川なお事務所　
かみいたセンター 常盤台4-35-4
℡ 3934-5016
坂下事務所 坂下 1-26-11-101
℡ 3960-8530

山内えり事務所 
大山東町５９－６ 
℡３９６２－０１８８

今
年
も
板
橋
区
議
会

報
告
会
が
行
わ
れ
ま
す
。

区
民
の
み
な
さ
ま
に

開
か
れ
た
区
民
参
加
の

議
会
を

目
指
し

て
、
議

会
の
活

動
状
況

と
区
政
に
関
す
る
情
報
提

供
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
区
民
の
み

な
さ
ま
の
意
見
聴

取
を
通
じ
て
議
会

の
政
策
立
案
の
活

性
化
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

※写真は、昨年 12月 21 日に開催された
第 2回板橋区議会報告会の様子

日本共産党板橋区議会議員団 　
板橋区板橋 2-66-1　℡ 3579-2717

毎週土曜日に発行されている広報い
たばしは、高齢者・障害者を対象に、
個別に郵送でお届けするサービスも実
施しています。対象は、区内在住で、
新聞を購読しておらず、高齢または障
害などのため、施設へ取り
にいくことが困難な方です。
申し込みは、広聴広報課
広報グループへお電話してく
ださい。
（☎ 03-3579-2022）
通常の配布は、新聞折り
込み（朝日・産経・東京・日
本経済・毎日・読売の日刊 6
紙）でお届けするほか、区
施設、区内各駅の配布スタ

ンド、区内公衆浴場、区内病院（病
床数 20床以上、一部を除く）、区内
各店舗、東京信用金庫板橋支店など
で行っています。また、区ホームペー
ジで見ることもできます

『広報いたばし』は入手困難な方
に、個別にお届けしています

第
３
回
板
橋
区
議
会
報
告
会
の
お
知
ら
せ

板橋Ｃｉｔｙマラソンが開催
３
月
20
日
、
板
橋
Ｃ
ｉ
ｔ

ｙ
マ
ラ
ソ
ン
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
42
・
１
９
５
Ｋ
ｍ

フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
、
５
Ｋ
ｍ

マ
ラ
ソ
ン
、
ジ
ュ
ニ
ア
３
Ｋ

ｍ
、
車
椅
子
マ
ラ
ソ
ン
１
Ｋ

ｍ
、
キ
ッ
ズ
ラ
ン
合
わ
せ
て

1
5
、
6
7
3
人
が
参
加
を

し
ま
し
た
。

荒
川
な
お
区
議
は
、
フ
ル

マ
ラ
ソ
ン
に
挑
戦
。
4
度

目
の
完
走
を
果
た
し
ま
し

た
。（
写
真
）

●︎ 

日
時
：
2
0
1
6
年
5
月
12
日
（
木
）

19
時
～
21
時
（
開
場
18
時
半
）

●︎ 

会
場
：
グ
リ
ー
ン
ホ
ー
ル
1
階
ホ
ー
ル

●︎ 

内
容
：

【
1
】
予
算
審
査
の
概
要
等
の
報
告

【
2
】
常
任
・
特
別
委
員
会
の
審
査
内
容
の
報
告

【
3
】
報
告
内
容
や
議
会
に
対
す
る
ご
質
問
・
ご
意
見
・
ご
要
望
等

※
入
場
は
無
料
で
す
。
申
し
込
み
も
不
要
で
す
の
で
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
手
話
通
訳
・
一
時
保
育
を
ご
希
望
の
方
は
5
月
2
日
（
月
）
ま
で
に
区

議
会
事
務
局
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。　
　
　
　

板
橋
区
議
会
事
務
局　
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